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令和８年度県民意識調査結果の概要 

 

秋田県政策企画部 

 

令和８年度から、秋田県総合計画に対応した調査項目（主に施策毎）により調

査を実施している。 

政策別の平均満足度に着目して調査結果を見ると、政策８（環境・くらし）が

2.92 で最も高く、政策１（未来づくり）が 2.12 で最も低い結果だった。 

政策毎の概要は次のとおり。 

 

○政策１（未来づくり）                 平均満足度：2.12  

・政策１の中で評価が高かった項目は「多様性が尊重される地域社会づくりが

進んでいる。」であり、満足度は 2.35。 

・一方、「出会いや結婚の希望がかなえられる環境づくりが進んでいる。」が全

項目中最も満足度が低い 1.86 だった。なお、「県外からの移住が進んでい

る。｣（1.97）と「若者の県内就職が進んでいる。｣（1.97）がワースト３位

で並んでいる。 

・政策１全体に対する自由記述として、給与面を含めて若者にとって魅力的な

企業がないことや子育てに係る支援に関する意見が比較的多く寄せられてい

る。 

・重要度は、｢若者の県内就職の促進｣が 43.0％と全項目中最も高く、｢安心し

て出産・子育てできる環境づくり｣（30.8％）が続いて２位となっている。 

・県民にとって重要度の高い分野については、求める水準が高く、満足度が低

くなるのはこれまでと同様の傾向。 

 

○政策２（観光・交流）                 平均満足度：2.56 

・政策２の中で評価が高かった項目は｢日本酒や発酵食品など「あきたの食」

のブランド化と販売戦略が進んでいる。｣であり、満足度は 3.11。 

・一方、｢バスや地域鉄道など日常生活を支える地域公共交通の維持・活性化

が図られている。｣（1.91）が全体でワースト２位だった。 

・政策２全体に対する自由記述として、観光の発信力の強化に関する意見や、

地域公共交通の充実を求める意見が比較的多く寄せられている。 

・重要度は、｢日常生活を支える地域公共交通の維持・活性化｣が 21.7％で最 

も高く、全項目中でも６位と上位である。 

 

〇政策３（農林水産）                  平均満足度：2.44 

・政策３の中で評価が高かった項目は｢収益性の高い持続可能な農業の実現に

より、日本の食を支えている。｣であり、満足度は 2.73。 

・政策３全体に対する自由記述として、魅力発信や担い手の確保に関する意見

が比較的多く寄せられている。昨年度は、米不足・米価の上昇に関する意見
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が多く寄せられたが、今年度はほとんど無かった。 

・重要度は、｢農林水産業の担い手の確保｣が 17.8％で最も高い。 

 

○政策４（産業）                    平均満足度：2.35 

・政策４の中で評価が高かった項目は｢再生可能エネルギーの導入が拡大して

いる。｣であり、満足度は 2.86。 

・政策４全体に対する自由記述として、若者の県外流出防止の観点から、賃金

の上昇や企業誘致に関する意見が比較的多く寄せられている。 

・重要度は、｢企業の賃金水準向上に向けた支援の強化｣が 19.7％で最も高い。 

 

○政策５（健康・医療・福祉戦略）             平均満足度：2.68 

・政策５の中で評価が高かった項目は｢健康づくりに対する県民の意識が高ま

っている。｣であり、満足度は 2.91。 

・政策５全体に対する自由記述として、地域の医療機関や診療科が減っていく

ことに対する不安や高齢者に対するサービスの充実に関する意見が比較的多

く寄せられている。 

・重要度は、｢医療提供体制の整備｣が 27.1％と全項目中４番目に高く、｢介

護・福祉サービスの提供体制の整備｣（18.1％）も８番目と高くなっている。 

 

○政策６（教育・人づくり）               平均満足度：2.81 

・政策６の中で評価が高かった項目は｢こどもが健やかに育ち、自ら学ぶ意欲

を持てる教育環境が整備されている｣であり、満足度は 3.03。 

・政策６は、全ての質問項目が満足度 2.50 以上となっている。 

・政策６全体に対する自由記述として、スポーツにおける高校生の県外流出や

県内就職につながる教育に関する意見が比較的多く寄せられている。 

・重要度は全体的に低く、最も高い｢こどもが学ぶ意欲を持てる教育環境の充

実｣でも 11.1％に留まっている。 

 

○政策７（防災・減災・県土強靱化）           平均満足度：2.64 

・政策７の中で評価が高かった項目は｢防災力の強化に向けた自助・共助の意

識が高まっている。｣であり、満足度は 2.84。 

・政策７全体に対する自由記述として、防災（特に水害）対応やインフラの老

朽化への対応を求める意見が比較的多く寄せられている。 

・重要度は、｢インフラの老朽化への対応｣が 13.0％で最も高い。 

 

○政策８（環境・くらし）                 平均満足度：2.92 

・政策８の中で評価が高かった項目は｢食の安全性や良好な衛生環境が維持さ

れている。｣であり、満足度は全項目中最も高い 3.35。『豊かな自然と良好

な環境（大気・水質等）が保全されている』（3.24）が続いて２位となって

いる。 

・政策８全体に対する自由意見としては、クマ対策に関する意見が圧倒的に多
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い。 

・重要度は、『野生鳥獣の保護管理とツキノワグマ等による被害防止対策』が

28.5％で最も高く、全項目中でも３番目に高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


